
この時期の読み聞かせ2歳～6歳頃の読み聞かせ
ことばやジャンルを広げよう
　会話ができるようになってくると、ことばの数が増えていきます。
　いろいろな実体験を大切にしながら、絵本や本のジャンルを広げていきましょう。

2歳～6歳の頃

子どもと会話を楽しむ

絵本以外で
おはなしを楽しむ方法

　文字を覚えはじめても、読み聞かせは続けましょう（11ページ参照）。
おはなしを聞くことで絵本や本の世界に引き込まれていきます。

子どもは
くり返しが大好きです。
気に入った絵本や場面は
何度でも読みましょう。

✿ 昔ばなし
✿ 物語・童話
✿ 科学絵本
✿ 生きもの図鑑　など

おすすめの絵本や本

　行動範囲が広がり、幼稚園・保育所などで、友だちなどとかかわることができるようになってきます。
さまざまなことやものに興味・関心を持ち、個性もはっきりしてきます。

幼稚園・保育所の
読み聞かせなどを
家庭でも話題に
してみましょう。

友だちと遊べるように
なってきたのね

自分から話そうとするなど、
自我がめばえてきたね

幼稚園で絵本を
読んでもらったよ！

ひざの上や布団の中
など、子どもが気持
ちよく感じる場所で
おはなしをすると、
うれしそうだね

いつもとは違うジャンルの絵本や本を選ぶと、子
どもの興味・関心を広げるきっかけになります。
図書館や園からの貸し出しやおはなし会を利用し
てみましょう（12・13ページ参照）。

紙しばいは、
紙しばい用の
舞台を使うことで、
より楽しむことが
できます。

昔ばなしなどは、
ことばだけで
おはなしを聞いて、
楽しむことが
できます。

紙しばいを
見る

おはなしを
聞く

おばあちゃん、
おはよー！

よかったね。
お母さんも

聞きたかったな


